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天使の輪っかの味を作ろう
～コンテンツから考える味覚インタフェースの未来～
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概要: 本セッションでは，「天使の輪っかの味」のような抽象的なお題に対して，事前に編成されたチー
ムがそのイメージをもとに調理を行い，完成した味を審査員が実食して評価する形式のワークショップ
を実施する．またその結果をもとに，面白い味とはどのようなものであるのかについて議論する．さら
にパネルディスカッションを通じて，コンテンツを起点とした味覚インタフェースの設計アプローチに
ついて議論し，味覚をめぐるインタラクションの未来像を探る．
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1. 面白い未知の味とは？
テレビなどの視聴覚インタフェースに映し出される「天

使の輪っか」は現実に存在しないながらも画面の中に描写
することができる．例えば，天使が輪っかを天井にぶつけ
れば，割れたような音が再生される．それでは，天使の輪っ
かはどんな味がするだろうか？視聴覚ディスプレイが現実
に存在しない映像や音を提示できるのに対し，味を提示す
る装置である味覚インタフェースは，現実に存在しない味，
すなわち未知の味を提示することがいまだ困難である．
味覚インタフェースの一手法として，あらかじめカート

リッジに封入された基本五味の溶液を組み合わせて提示す
る手法が挙げられる．しかし，色の三原色のように組み合
わせによってすべての味を表現できる基底は未発見であり，
この手法は発展途上にある．また，味覚は視覚や嗅覚など
の様々な感覚からの影響を受けるため，多感覚提示やクロ
スモーダル知覚を利用した味覚研究が行われており，単純
な味刺激の組み合わせでは表現できない味を提示すること
に成功している．このようなクロスモーダル知覚を利用し
た味覚提示手法は，体験者の過去の食経験に基づく「この
見た目ならこの味がするだろう」というトップダウン的な
予測を誘発し，味の認知に影響を与える．したがって，記
憶にない味や現実に存在しない未知の味を提示することは
難しい．

図 1: 天使の輪っかの味を味喜利で回答している様子 [1, 2]．
(左上) お題に対して，(右上) 調理者が面白い味を考案，(左
下) 評価者が試食し，(右下) 最も面白い味が選出される．

本OSは，味喜利（あじぎり：味＋大喜利）と呼ばれる即
興的な味覚的コメディに着目する．味喜利は，「天使の輪っか
の味」など文脈に基づくお題に対して参加者が自由に料理を
構成し，目隠しで他者に試食してもらう形式の体験（図 1）
[1]である．例えば，「天使の輪っかの味」には，レモン味の
寒天と砂糖をまぶした輪状のゼリー菓子が用いられ，好意
的に受容された．一方，味が不快であると「面白くない」と
評価され，未知の味として受容されない傾向がある [2]．

OS本番では，事前に設定されたお題に対して，複数の回
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答者チームがあらかじめ調理した料理を持ち寄り，審査員
が試食を行う．これらの体験を通じて，未知の味を表現す
るために必要な要件を探るとともに，思わず笑ってしまう
ような面白い味を探求し，ユーモアが味覚を通じてどのよ
うに構築され，解釈されるかを考察する．
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